
特別支援学級（自閉症・情緒）算数科学習指導案 
                        日 時    令和２年９月 30 日（水）５校時 

児 童   わかば学級（自閉症・情緒障がい支援学級） 

５年男子１名 ６年男子１名 計２名 

指導者   山野目 隆 

 
１ 単元名   四角形と三角形の面積「面積の求め方を考えよう」（東京書籍 「新しい算数」５下） 

 円の面積「円の面積の求め方を考えよう」（東京書籍 「新しい算数」６） 
２ 単元について 
(1)教材について 

【５年】学習指導要領においては，第５学年の「Ｂ図形」領域(3)に関わって，平面図形の面積に関わる数学的活動を通して，三角

形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の計算による求め方について理解すること，図形を構成する要素などに着目し，基本

図形の面積の求め方を見いだすとともに，その表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高め，公式として導くことが内容に

示されている。 

① 既習に帰着させて筋道立てて考える 

本単元では，平行四辺形，三角形，台形及びひし形などの基本図形の面積を，既習の長方形や正方形などの面積の求め方に

帰着させて求め，新しい公式をつくり出して，それを用いていろいろな図形の面積を求め方を筋道立てて考えさせていく。 

② 考えを説明したり，表現したりする 

既習の求積可能な図形の面積の求め方を基にして考え，新たな図形の求積方法を児童自らが考える過程を大切にしていきた

い。また，自分の考えを説明したり，友達の考えと比較したりしながら，筋道立てて考える力を育てることが重要である。面

積を求める際には，次のような考えが用いられることが予想される。「ア図形の一部を移動して，既習の図形に等積変形する。」

「イ既習の図形の半分の面積であると考える。」「ウ既習の図形に分割する。」こうした思考過程において，既習の図形にどの

ように帰着させているのか，そして，公式がどんな過程で導き出されたのかを筋道立てて考えたり，表現したりすることが公

式を活用する力の育成につなげていく。 

【６年】学習指導要領においては，第６学年の「Ｂ図形」領域(3)に関わって，平面図形の面積に関わる数学的活動を通して，円の

面積の計算による求め方について理解すること，図形を構成する要素などに着目し，基本図形の面積の求め方を見いだすと

ともに，その表現を振り返り，簡潔かつ的確な表現に高め，公式として導くことが内容に示されている。 

① 既習の図形の面積の求め方に着目し，円の面積公式を導き出す 

本単元では，曲線で囲まれた図形である円の面積の求め方を，既習の図形の面積に帰着させて考えていき，面積公式を導き

出していく。初めに，面積の大きさの見通しをもつことが大切である。面積の求め方を考える際には，面積公式が既習である

図形に変形するという考えは，第５学年第 13 単元「四角形と三角形の面積」で繰り返し学習した。本単元でも，これらの考

えを用いて円の面積の見当を付けたり，面積公式を導き出していったりする。 

(2)指導に当たって 
【５年】具体物を操作することで，初めて行う学習を前向きにできる。計算はできるが，気分が乗らないときは注意力が散漫にな

るので，簡単な計算でも間違えてしまうことが多い。周りの音が気になったり，自分のペースで学習を進めることを好んだり

するために，特別支援学級で学習を行っている。 

平面図形の面積については，第４学年「面積のはかり方と表し方」で長方形，正方形の面積の求め方を学習している。その

際には，単位となる面積を決めて，そのいくつ分で表して広さを数値化するなどの活動を通して，面積の概念と単位について

理解し，面積公式を導いている。 

教科書の図の実物を用意し，実際に切ったり移動させたりすることで，図の理解を促すようにする。底辺と高さの指導では，

平行四辺形に底辺と高さをかき込ませるようにする。その際に，底辺を赤，高さを青で色分けしてかかせる。また，児童が数

量の関係をイメージできるように，児童の経験に基づいた場面や興味ある題材を取り上げたり，場面を具体物を用いて動作化

させたり，解決に必要な情報に注目できるよう文章を一部分ごとに示したり，図式化したりすることも取り入れていく。  

【６年】わり算の筆算が速く正確にでき，さらに，検算もできる。分度器を使って，正しく角度を測定することができる。しかし，

自分なりのやり方に固執することが多く，アドバイスに耳を傾けようとしないので，進展しないことがある。文章題では、途

中の計算を書かずに暗算で答えを出そうとするので、計算を間違えてしまうことがある。一つの考えに固執してしまい，学習

が滞ってしまうことがあり，個別に支援が必要なことから，特別支援学級で学習を行っている。 

これまでに児童は，第３学年第 11 単元「円と球」で，円の概念や性質，かき方などを学習している。また，第４学年第 12 

単元「面積のはかり方と表し方」で，面積の概念，長方形と正方形の面積の求め方と公式を学習し，第５学年第 13 単元「四

角形と三角形の面積」では，平行四辺形，三角形，台形，ひし形などの面積を，既習の図形に帰着して求め方を考えたり，面

積公式をつくり出したりする学習をした。 

本単元では，実寸の半径 10 ㎝の円と１辺 10 ㎝の正方形を準備し，具体物を操作させて考えさせたい。円の 1/4 であること

を捉えさせるために，半径 10 ㎝の円（教科書と同じ 1 ㎝方眼付き）を準備し，教科書内の 1/4 の円と重ね合わせる活動を行

うことで，理解を促したい。円の面積と円周の求め方を混同することが考えられることから，「円の面積＝半径×半径×円周

率」「円周＝直径×円周率」を目に付きやすい場所に掲示して，折に触れて繰り返し確認させたい。 

振り返りの活動については，振り返りの文章をスムーズに書くことができるように，振り返りの文例を提示し，その型に当

てはめることで，書くことの抵抗を少なくしていきたい。 

 

わ－１ 



３ 学習指導計画・評価計画 

【５年】 

単
元
の
目
標 

 三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の計算による求め方について理解し，図形を構成する要素などに着目して，

図形の面積について考える力を養うとともに，三角形，平行四辺形，ひし形，台形の面積の求め方を簡潔かつ的確な表

現として公式として導いた過程を振り返り，多面的に粘り強く考えたり，今後の生活や学習に活用しようとしたりする

態度を養う。 

【６年】 
単
元
の
目
標 

 円の面積の計算による求め方について理解し，図形を構成する要素などに着目して，図形の面積について考える力を

養うとともに，円の面積の求め方を簡潔かつ的確な表現として公式として導いた過程を振り返り，多面的に粘り強く考

えたり，今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。 

【５年】 

単 元 の 観 点 別 評 価 規 準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 必要な部分の長さを用いることで，

三角形，平行四辺形，ひし形，台形

の面積は計算によって求めることが

できることを理解している。 

② 三角形，平行四辺形，ひし形，台形

の面積を，公式を用いて求めること

ができる。        (Ｂ(3)) 

① 三角形，平行四辺形，ひし形，台形の

面積の求め方を，求積可能な図形の面

積の求め方を基に考えている。 

② 見いだした求積方法や式表現を振り

返り，簡潔かつ的確な表現を見いだし

ている。         (Ｂ(3)) 

① 求積可能な図形に帰着させて考える

と面積を求めることができるという

よさに気付き，三角形，平行四辺形，

ひし形,台形の面積を求めようとし

ている。 

② 見いだした求積方法や式表現を振り

返り，簡潔かつ的確な表現に高めよ

うとしている。      (Ｂ(3)) 

【６年】 

単 元 の 観 点 別 評 価 規 準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 円の面積は，(半径)×(半径)×(円周

率)で求めることができることを理

解し，円の面積を求めることができ

る。 

② 公式が半径を一辺とする正方形の面

積の 3.14 倍を意味していることを，

図と関連付けて理解している。   

(Ｂ(3)) 

① 円の面積の求め方について，図形を構

成する要素などに着目し，既習の求積

可能な図形の面積の求め方を基に考

えたり，説明したりしている。 

② 円の面積を求める式を読み，もとの円

のどこの長さに着目すると面積を求

めることができるのかを振り返って

考え，簡潔かつ的確な表現に高めなが

ら，公式を導いている。     (Ｂ(3)) 

① 円の面積を求める公式をつくる際

に，簡潔かつ的確な表現に高めよう

としている。 

② 半径の長さが分かれば，公式に当て

はめることで円の面積を求めること

ができるというよさに気付いてい

る。 

③ 円の面積の求め方を，進んで生活や

学習に活用しようとしている。(Ｂ(3)) 

【５年】 

時
間 

○ねらい 
 課題 

☆振り返り 〈視点〉 
・評価項目 
〈評価方法〉 

記
録 

１ 〔プロローグ〕 44 ページのいろいろな図形を提示し，図形についての既習事項，未習事項を話し合うことを通して，面積の

求め方を考えるという単元の課題を設定する。 

 
 

○平行四辺形の性質に着目し，面積の求め方を考

え，説明することができる。 

〈視点〉エオ 

☆今までの面積を求めることができる図形

について学習したことを確認することが

できた。 

☆次の学習では，今までの面積の学習を使っ

ていきたい。 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

・態度① 

〈観察・ノート〉 

 

２ 
 
 
 

○平行四辺形の性質に着目し，面積の求める公式を

考え，説明することができる。 

 

 

〈視点〉アエ 

☆底辺×高さで平行四辺形の面積が求められ

ると知って驚いた。 

☆公式を使って，たくさん問題を解きたい。 

・知・技① 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

 

 

 

３ ○平行四辺形の高さに着目し，外にある場合と内に

ある場合を高さとして統合的に捉える。 

○どんな形の平行四辺形でも，底辺の長さと高さが

等しければ，面積は等しくなることを理解する。 

 

 

 

〈視点〉アイ 

☆授業の初めは，むずかしかったけれど，先

生の説明を聞いて，自分でも解くことがで

きた。 

☆底辺の長さと高さが等しければ面積は等し

くなることが分かった。 

・知・技② 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表② 

〈観察・ノート〉 

○ 

４ 

○三角形の性質に着目し，面積の求め方を考え，説

明することができる。 

 

 

〈視点〉ウオ 

☆〇〇さんの考えは，今までに学習したこと

を使っていてなるほどと思った。 

☆自分の考えを発表することをがんばった。 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

・態度① 

〈観察・ノート〉 

 

 

○ 
三角形の面積の求め方を考えよう。 

わ－２ 

平行四辺形の面積を求める公式をつくろう。 

高さが外にある平行四辺形の面積の求め方を

考えよう。 

四角形と三角形の面積はどうやって求めたらいいのかな。 

平行四辺形の面積の求め方を考えよう。 



５ ○三角形の性質に着目し，面積を求める公式を考

え，説明することができる。 

 

 

〈視点〉イエ 

☆授業の初めは，むずかしかったけれど，先

生の説明を聞いて，自分でも解くことがで

きた。 

☆公式を使ってたくさん問題を解きたい。 

・知・技② 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

 

 

○ 

６ 〇三角形の高さに着目し，外にある場合と内にある

場合を高さとして統合的に捉える。 

○どんな形の三角形でも，底辺の長さと高さが等し

ければ，面積は等しくなることを理解する。 

 
 
 

〈視点〉アイ 

☆高さが外にあっても三角形の面積が求め

られることが分かった。  

☆授業の初めは，公式が使えないと思ってい

たけれど，公式が使えると知って驚きまし

た。 

・知・技② 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表② 

〈観察・ノート〉 

 

 

 

 

〇 

 

 

７

 

本

時 

○台形の性質に着目し，面積の求め方を考え，説明

することができる。 

 
 
 

〈視点〉イオ 

☆一つの方法で答えを出した後でも，別な方

法はないかと，考え続けることをがんばっ

た。  

☆友達に説明したときに，自分の考えがきち

んと相手に伝わってうれしかった。 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

・態度① 

〈観察・ノート〉 

○ 

 

○ 

８ ○台形の性質に着目し，面積を求める公式を考え，

説明することができる。 

 
 

〈視点〉イエ 

☆授業の初めは，むずかしかったけれど，先

生の説明を聞いて，自分でも解くことがで

きた。 

☆公式を使ってたくさん問題を解きたい。 

・知・技② 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

 

 

９ ○ひし形の性質に着目し，面積を求める公式を考

え，説明することができる。 

○たこ形の性質に着目し，たこ型の求積方法をひし

形の求積公式を活用して考え，説明することがで

きる。 

 

 

〈視点〉イエ 

☆授業の初めは，むずかしかったけれど，先

生の説明を聞いて，自分でも解くことがで

きた。 

☆公式を使ってたくさん問題を解きたい。 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表② 

〈観察・ノート〉 

 

10 ○三角形の底辺の長さを一定にして高さを変えた

とき，面積は高さに比例することを理解する。 

 
 

〈視点〉アオ 

☆底辺の長さが同じで，高さを変えたとき，

三角形の面積は高さに比例することが分か

った。  

☆表をかいて比例するかどうか調べることを

がんばった。 

・知・技① 

〈観察・ノート〉 

 

 

 

 

 

 

11 ○学習内容の定着を確認するとともに，数学的な見

方・考え方を振り返り価値付ける。 

〈視点〉イオ 

☆むずかしい問題にも，あきらめずに取り組

むことができた。  

☆たくさん問題を解くことができた。  

 
 
 

・知・技① 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表② 

〈観察・ノート〉 

・態度② 

〈観察・ノート〉 

 

〇 
 
〇 
 
〇 

12 ○単元テストをする。  
 
 

・知・技① 

〈テスト〉 

・思・判・表① 

〈テスト〉 

・態度① 

〈テスト〉 

○ 
 
○ 
 
○ 

【６年】 

時
間 

○ねらい  
課題 

☆振り返り〈視点〉 
・評価項目 
〈評価方法〉 

記
録 

１ 

〔プロローグ〕 104 ページを提示し，円に関わる話し合いを通して，円について学習したことを振り返り，面積の求め方が

未習であることを確認し，その面積の求め方を考えるという単元の課題を設定する。 

 

 

○円のおよその面積を求めることができる。 

 

 

〈視点〉アエ 

☆今までに円について学習したことを確認

することができた。 

☆次の学習では，今までの円について学習し

たことを使っていきたい。  

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 
 

円のおよその面積を調べよう。 

円の面積はどうやって求めたらいいのかな。 

わ－３ 

三角形の面積を求める公式をつくろう。 

高さが外にある三角形の面積の求め方を考

えよう。 

台形の面積の求め方を考えよう。 

台形の面積を求める公式をつくろう。 

ひし形の面積の求め方を考えよう。 

三角形の高さと面積の関係を調べよう。 

これまでに習ったことを使って，問題に

取り組もう。（算数の目） 

【発展】巻末 145～146 ページの「おもしろ問題にチャレンジ」に取り組み，学習内容を基に求積公式から図形どうし

の関係を考える。 



２ ○円のおよその面積を求めることができる。 

 

〈視点〉アウ 

☆円のおよその面積の出し方が分かった。  

☆〇〇さんの考えから，およその面積を出せ

ることが分かった。 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

 

〇 

３ ○円の面積を求める公式を理解する。 

〇円の面積を求める公式を，半径×半径に着目して

読み取り，円周率についての理解を深める。 

 

〈視点〉イエ 

☆初めは，円をどんどん細かく等分して並べ

かえていくと円のままだと思っていたけれ

ど，長方形に近づいていくことが分かった。 

☆公式を使って，たくさん問題を解きたい。  

・思・判・表② 

〈観察・ノート〉 

・態度① 

〈観察・ノート〉 

 

○ 
 
 

４ 
 
本
時 

〇多様な方法で円を含む複合図形の面積の求め方

を考え，図や式を用いて説明することができる。 

 
 

 

 

〈視点〉オ 

☆一つの方法で答えを出した後でも，別な方

法はないかと，考え続けることをがんばっ

た。 

☆友達に説明したときに，自分の考えがきち

んと相手に伝わってうれしかった。 

・知・技② 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表① 

〈観察・ノート〉 

・態度① 

〈観察・ノート〉 

 

 

〇 
 
○ 
 

５ 〇単元の学習の活用を通して事象を数理的に捉え

論理的に考察し，問題を解決する。 

 

 

 

〈視点〉イエ 

☆授業の初めは，むずかしかったけれど，先

生の説明を聞いて理解することができた。  

☆日常生活で使えると分かって，学習が楽し

かった。 

・思・判・表② 

〈観察・ノート〉 

・態度③ 

〈観察・ノート〉 

 

 

 

○ 
 
 

６ ○学習内容の定着を確認するとともに，数学的な見

方・考え方を振り返り価値付ける。 

〈視点〉イオ 

☆むずかしい問題にも，あきらめずに取り組

むことができた。  

☆友達に説明したときに，自分の考えがきち

んと相手に伝わってうれしかった。 

 

 

 

 

 

・知・技② 

〈観察・ノート〉 

・思・判・表② 

〈観察・ノート〉 

・態度③ 

〈観察・ノート〉 

〇 
 
〇 
 
〇 

７ ○単元テストをする。  

 

・知・技① 

〈テスト〉 

・思・判・表② 

〈テスト〉 

・態度③ 

〈テスト〉 

○ 
 
○ 
 
○ 

 
【算数科における児童の実態と個別の支援】 

児童 児 童 の 実 態 本時で目指す姿 個 別 の 支 援 
Ｕ 
Ｙ 
５ 
年 
生 
児 
童 

・初めて行う学習を進んでやることが難しい。 

・学習に対して前向きになれないことが多いが，取

り組み始めると集中できる時間は長い。 

・学年相応の教科書の内容を学習している。 

・自分のペースで学習を進めることを好む。 

・友達の考えを受け入れることができる。 

・取り組みや表現には慎重な傾向にある。 

・教科書の友達の考

えを説明すること

ができる。 

・振り返りを記述す

ることができる。 

・問題数を少なくして，一つ一つ確認しなが

ら進める。 

・図形のアウトラインをしっかりなぞらせる。 

・「底辺」「高さ」などを常に具体的に指し示

す。 

・電卓を活用させる。 

・１単位時間の学習の流れを確認し，掲示す

る。 

・「振り返り」を記述できないときは，児童が

話したことを，教師がノートに書く。 

Ｍ 
Ｙ 
６ 
年 
生 
児 
童 

・できないと感じると諦めてしまう。 

・一つの考えに固執することがある。 

・勝ち負けや順位に対するこだわりが強い。 

・友達の考えを受け入れられないことがある。 

・場所や相手への距離を考えた声の大きさで話すこ

とが苦手である。 

・学年相応の教科書の内容を学習している。 

・教科書の友達の考

えを分かりやすく

説明することがで

きる。 

・振り返りを記入し

て，発表すること

ができる。 

・相手への説明の仕方のモデルを示す。 

・実寸の半径 10 ㎝の円と 1 辺 10 ㎝の正方形

を準備し，具体物を操作させる。 

・公式「円の面積＝半径×半径×円周率」「円

周＝直径×円周率」を掲示する。 

・求めたい部分に色をぬらせたり，具体的に

はさみで切り取って，重ね合わせたりする

操作をさせる中で，求め方を考えさせる。 

・よい「振り返り」の文例のモデルを提示し,

その文章に言葉を当てはめるように促す。 

 
 
 

わ－４ 

たしかめよう。つないでいこう。 

算数の目（学習のしあげ） 

【発展】巻末 263 ページの「おもしろ問題にチャレンジ」に取り組み，単元の学習内容を数学の世界で活用し，円の

面積についての理解を深める。 

これまでに習ったことを使って，ピザの

問題に取り組もう。（いかしてみよう） 

    の部分の形を，どのようにみれば

面積が求められるか考えよう。 

円の面積を求める公式をつくろう。 

円の面積をくわしく調べよう。 



４ 本時の目標と展開 
 
（１）目標 
   【５年】図形の定義や性質に着目して，友達の考えた式や図を読み取る数学的活動を通して，台形の面積

の求め方を説明することができる。 
   【６年】既習の求積可能な図形の面積を基にして分割する考え方に着目して，図や式や文章で表す数学的

活動を通して，多様な方法で円を含む複合図形の面積の求め方を説明することができる。 
 
（２）展開      

学習活動(○)と予想される児童の

反応(・)   見方・考え方(★) 

留意点(＊)と 

【評価規準】〈方法〉 

段

階 

段

階 

学習活動(○)と予想される児童の

反応(・)   見方・考え方(★) 

留意点(＊)と 

【評価規準】〈方法〉 

【５年】   【６年】 
１ 問題を把握し，見通しをも 

 つ 
  
 
 
 
・これまでと同じように切って

移動させれば習った形になる

んじゃないかな。 

・三角形のときのように，合同

な台形を組み合わせたらどう

なるのだろう。 

 
 
 
 
 
 
 
２ 課題を把握する 

 

 

３ 見通す 

・２つ合わせると平行四辺形に 

なる。 

・平行四辺形に形を変えられそ 

う。 

・２つの三角形に分けられそう。 

★これまでの学習を想起させ， 

習った形に変形して面積を求 

めてきた過程を確認し，解決 

の見通しをもたせるようにす 

る。 

 
４ 台形の面積の求め方を考え

る（自力解決） 

○既習の面積の求め方を活用し

て，台形 ABCD の面積の求め

方を考える。 

(ア)倍積変形して面積を求める  

(9+3)×4÷2=24(㎠) 

(イ)等積変形して面積を求める

（平行四辺形に変形）（長方形に  

変形）(9+3)×(4÷2)=24(㎠) 

(ウ)分割して面積を求める。 

（２つの三角形に分割） 

9×4÷2+3×4÷2=24(㎠) 

（平行四辺形と三角形に分割） 

3×4+6×4÷2=24(㎠) 
 
５ 考えを発表し,検討する 

（学び合い） 

〇面積の求め方を図や式，言葉

 

 

 

 

 
＊台形とはどういう

図形かを問い，「向

かい合う 1 組の辺

が平行な四角形」と

いう定義を確認さ

せる。 

＊すぐに自力解決に

入らず，これまでの

平行四辺形や三角

形の求積方法を振

り返りながら，解決

の見通しをもたせ

るようにする。 

 

 

 

 

＊解決の見通しがも 

てない場合は，平 

行四辺形や三角形 

の面積をどうやっ 

て求めたかを想起 

させる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【態度】 

〈観察・ノート〉 

台形の面積の求め方 

が分かっている図形 

に工夫して変形し， 

その面積を求めよう 

としている。 

 

 

 

 
 
 

 

つ

か

む 

 

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

 

た

し

か

め

る 

 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ 

か

む 

 

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考

え

る 

 

た

し

か

め

る 

 

 

30 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 問題を把握し，見通しをも 

  つ 

  
 
 
 
〇色をぬった部分の面積の求め

方の計画を立てる。 

・正方形と円の 1/4 の形が組み

合わさっているみたい。 

・正方形の面積と，円の 1/4 の

形の面積は求められる。 

○面積をすぐに求めることがで

きる部分を考える。 

 
 
 
 
 
 
 

２ 課題を把握する 

  
 
 
 
３ 見通す 

○どのようにすれば面積が求め 

られるか考える。 

・求められる図形の面積をたし 

たりひいたりすればよいと 

思う。 

★面積をすぐに求められる図形 

を明らかにし，面積を求める 

見通しをもたせる。 

 

４ 自分の考えを書き表す 

（自力解決） 

○色をぬった部分の面積の求め

方を考え，ノートにまとめる。 

・図で表す。 

・式で表す。 

・図と式で表す。 

・図と式と文章で表す。 

 
 
 
 
 
５ 考えを発表し,検討する 

（学び合い） 

〇自分の考えを，図にかいたり

式に書いたりして，発表する。 

 

 

 

 

 
 
 
＊児童から出た発言を

板書する。 

 

＊面積を求められる図

形はどれか，その図形

を発表させ，板書して

おくことで，解決の糸

口とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊一つの方法を考えた

ら，もう一つの方法は

ないか考えさせる。 

学びの深化 

【態度】 

〈観察・ノート〉 

円を含む複合図形の面 

積を，既習の求積可能な 

図形の面積を基にして 

粘り強く考え，求めよう 

としている。 

 
 
【思・判・表】 

〈観察・ノート〉 

○課     の部分の形を，どのようにみれば 

面積が求められるか考えよう。 

○問下の図で，色をぬった部分の面積の求め方を 

      考えましょう。 

 

○課台形の面積の求め方を考えよう。 

わ－５ 

○問台形 ABCD の面積の 

求め方を考えましょう。 



を使って説明する。 

(ア)三角形のときと同じよう

に，合同な台形をもう 1 つひ

っくり返してつけました。台

形は向かい合う 1 組の辺が平

行なので，2 倍の面積の平行

四辺形ができました。 

(イ)底辺に平行な直線で半分の

高さのところで切り，移動さ

せて平行四辺形に変形しまし

た。底辺が 12(9+3)cm で，高

さは 2(4÷2)cm となるので，

面積は 24 ㎠です。 

(ウ)台形を対角線出で切ると，

高さが等しい 2 つの三角形が

できます。 

式は 9×4÷2+3×4÷2=24(㎠) 

です。 

 
〇台形の面積の求め方と三角形 

の面積の求め方とを関連付け 

る。 

・(ア)の 2 倍にして 2 で割る方

法は，三角形の面積を求めた

ときと同じ考えだ。 

・(イ)の半分の高さで切る方法

も，三角形の面積を求めたと

きに出てきた考えだ。 

・(ウ)の考えは，三角形のとき

にはなかった考えだ。 

 
６ 台形の面積の求め方をまと

める 

○台形の面積の求め方で分かっ

たことをまとめる。 

 
 
 
 
 
★台形の面積の求め方をまとめ

させるとともに，習った形を

基にして考えることは，平行

四辺形や三角形のときと同様

であることをおさえる。 

 
７ 適用問題に取り組む 

 
 
 
 
 
〇適用問題の答え合わせをする 

 

８ 振り返る 

〇振り返りを記入する。 

〇振り返りを発表する。 

 ふ (イ)(エ) 

 
【思・判・表】 

〈観察・ノート〉 

台形の性質に着目し，

台形の面積の求め方を

平行四辺形や三角形の

求積方法に帰着して考

え，筋道立てて説明し

ている。 

 

*(ア)～(ウ)の中に自

分の考えがあれば，

まずそれを説明さ

せ，児童が思い付か

ない考え方につい

ては，授業者が提示

して，児童に説明さ

せる。学びの共有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊それぞれの学年の

まとめの共通して

いる点を考えさせ

る。 学びの共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊振り返りを記述で

きない場合は，話し

たことを教師が記

録しておく。 

振り返りの充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

 

10 

分 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○友達の考え方を，図や式を使

って説明する。 

・Ａさんの考えを式にする
と，10×10×3.14÷4=78.5，
10 × 10 ÷ 2=50 ，
78.5-50=28.5 ， 28.5 ×
2=57(cm) 
 
・ 
 

 

 

 

 

６ 円を含む複合図形の面積の

求め方をまとめる 

○友達の考えで共通しているこ

とを話し合い，本時の学習を

まとめる。 

・みんな，面積を求められる図

形を基に考えている。 

・複雑な形でも，面積を求めら

れる図形に分けて考えれば解

決できる。 

 
 
 
 
 
 
 
★円を含む複合図形の面積は，

面積が求められる図形に分け

て組み合わせて考えると，求

めることができることを価値

付ける。 

 

７ 適用問題に取り組む 

 
 
 
 
 
 
〇適用問題の答え合わせをする 

 

８ 振り返る 

〇振り返りを記入する。 

〇振り返りを発表する。 

 ふ (オ) 

円を含む複合図形の面積

について，既習の求積可

能な図形の面積を基にし

て分割して考え，図や式

を用いて説明している。 

 

＊A～C の中に自分の考

えがあれば，まずそれ

を説明させ，児童が思

い付かない考え方に

ついては，授業者が提

示して，児童に説明さ

せる。 学びの共有 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
＊それぞれの学年のまと

めの共通している点を考

えさせる。 学びの共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊よい振り返りの文例

を提示し，それに言葉

を当てはめるように

する。振り返りの充実 

【知・技】 

〈観察・ノート〉 

公式を用いて，円などの

面積を求めることがで

きる。 

         色をぬった部分の面積を 

求めましょう。 

○ま 台形の面積は，平行四辺形や長方形に形
を変えたり，三角形などの習った形に分け
たりして考えれば，求めることができる。 

・C さんは，円を４等分した

ものを２つたして，そこから

正方形をひいて，重なった部

分の面積を求めている。 

○ま  のような部分の面積も， 
などの面積が求められる図形の組み合わせ
方を考えれば求めることができる。 

面積の求め方を考えよう。 

わ－６ 


